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２０２３年１２月１０日 待降節第二主日礼拝説教 

「赦しを願う思い」（マルコ１章１～８節） 

 

〇マルコ１章１～３節について 
 
「見よ、わたしは あなたより先に使者を遣わし、あなたの道を準備させよう。」（２節） 
 
＊使者：人々に〈背きの罪〉、〈罪の赦し〉を説き、「来たる

べき救い主を待ち望め」と告げ知らせる者。 
 
神の子イエスの働きが始まる前に、洗礼者ヨハネは人々の 

もとへと遣わされ、洗礼による罪の赦しを施し、キリストが 

彼らのうちに歩んで行かれる〈救いの道〉を備えさせた。 
 
今日の みことば：マルコ１章４節 
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❶罪の赦し：罪を遠くに追いやる、罪の罰から免れること。 
 
❷悔い改め：神に心を向き直し、信じる者として生きる。 
 
問：いま、あなたは罪の赦しを得たいと願っているか？ 
 
〇マルコ１章７節の みことば 
 
「彼は こう宣べ伝えた。『わたしよりも優れた方が、後から来られる。 

わたしは、かがんで その方の履物の ひもを解く値打ちもない。』」 
 
洗礼者ヨハネは、〈預言者の語っていた救い主〉が彼の後に 

来るのを信じ、この方を畏れ敬い、身の程を知り、低き心で 

キリストを指し示し、 「ここに救いがある」と告げ知らせた。 
 
☆わたしたちは、ヨハネのように…  
あ）救い主イエスが、だれなのかを知っているか。  
い）自らの立場を弁え、遜ってキリストを迎えているか。  
う）人に語る言葉が、この方を示すものだろうか。 

 
「人間が 何者だというので、（神は）これ（人）を みこころに 

留められるのでしょう。」（ヘブライ２章６節 新改訳） 
 
※わたしたちは、いつもキリストによる赦しを知り、共に 
赦された者として、神の御心に留まらせていただこう。 


